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複 合 遊 具 定 期 点 検 表
（写真№ 1, 2 管理番号 2

10 月 18 日
点検者 安全管理士　山吹 忠稔(1170033) 安全管理士　近藤 彰(1170034) 確認者 安全管理士　昼田 敏彦(1010335)
点検社 タカオ株式会社 点検日 2022 年

製品名 複合遊具(大)　②V字吊
り橋・チューブスライ

所在
施設名

るるパーク(大分農業文化公
園)

住所 大分県杵築市山香町大字日指１-１

21 7 落下高さ 4,400
構造部材１ スチール 構造部材２ 木材（その他） 消耗部材 コンパウンドロープ

設置年月 2001 年 3 月 1 日 経過年月
製造社 タカオ 株式会社 ＳＰ表示シール 有 無 製品番号

大人
ネット

対象年齢シール 有 無 対象年齢 １歳～３歳 ３歳～６歳 ３歳～１２歳 ６歳～１２歳 

600mm
落下高さ600㎜を超える時、全方向1,800㎜以上。半分領域重複可 メジャー 2 合 否 4～11 0mm
落下高さ600㎜以下の時、全方向1,500㎜以上。全領域重複可 メジャー 1 合 否 3

【安全領域】 
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

アスファルト舗装

※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物がないこと 目視 1 合 否 22～28
※　コンクリート・アスファルトなどの固い設置面でない 目視 3 合 否 20, 21

210mm
上部空間、落下高さ600mm以下（1,500mm）600mm超え（1,800mm） メジャー 1 合 否 18, 19
すべり台　滑り降り口方向は2,000mm以上。全領域重複不可 メジャー 2 合 否 12～17

足がかりや落下した際の障害物はないか 目視 2 合 否 29, 30, 31
動線および動線エリアの交差はないか 目視 3 合 否

【動線】 
　

点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

※落下により首へのダメージが想定される場合はハザードレベルを３とする 器具ＡＢ 3 合 否
頭部・胴体の挟み込み（100～230㎜） 器具ＡＢ 2 合 否 34～38

2ヵ所53mm
【規準一般規定】 劣化点検のみの場合でも、劣化に伴う規準不適合項目がある場合は特記事項等で報告すること。
　①頭部・胴体の挟み込み

点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

通行要素で足（踵）を挟み込むような 30mmを超える隙間はないか 目視 2 合 否 32, 33

　③指の挟み込み
頭部または首の挟み込み（Ｖ字型開口部） 器具ＡＢ 3 合 否 39～42

　②頭部または首の挟み込み

　⑤衝突・転倒
絡まり・引っ掛かり（突出部や隙間） 目視 2 合 否 53～56

　④絡まり・引っ掛かり
指の挟み込み（φ8～25㎜） 器具Ｅ 2 合 否 43～52

衝突・転倒が想定される場合、衝撃緩和への配慮 目視 2 合 否
衝突・転倒（突出部や段差） 目視 1 合 否 57
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　⑥ボルトナット類による突起
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

　⑦鋭利な尖端・角・縁
直接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策 目視 2 合 否 58～67
引っ掛かり防止対策 目視 1 合 否

700以上
落下防止柵1,100㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え) メジャー 2 合 否 68～77 落下高3000越える

落下防止柵　700㎜以上(踊場高さ2,000㎜以下) メジャー 2 合 否
　⑧転落･落下

鋭利な尖端・角・縁 目視触診 1 合 否

　⑨階段・はしご(共通)
手すり子のスキマ(100㎜未満) 器具Ｂ 2 合 否 78, 79
手すり及び手すり子の形状 目視 2 合 否

手すり子には頭部・胴体の挟み込みがない 器具ＡＢ 2 合 否 86
段差間には頭部・胴体の挟み込みがない 器具ＡＢ 2 合 否 85

56
落下高さ　(幼児用)2,000㎜以下(児童用)3,000㎜以下 メジャー 2 合 否 84 4,400
傾斜(90°)横棒はしご(75°)踏板はしご(50°)階段(15°) 傾斜計 80～83

400以上
直径　　　(幼児用)φ20～40mm (児童用)φ20～50㎜ 器具Ｄ 1 合 否 88 27
横棒の⾧さ　(幼児用)300㎜以上(児童用)400㎜以上 メジャー 1 合 否 87

　⑨横棒はしご

240
踏み板の⾧さ　(幼児用)300㎜以上(児童用)400㎜以上 メジャー 1 合 否 91 500
奥行　　　(幼児用)170㎜以上(児童用) 75㎜以上(板無) メジャー 1 合 否 90

250
　⑨踏み板はしご

段差　　　(幼児用)305㎜以下(児童用)305㎜以下 メジャー 2 合 否 89

　⑩救助対策

195
手すり高さ(幼児用)500～800mm (児童用)500～800㎜ メジャー 1 合 否 93 1,050
段差　　　(幼児用)220㎜以下(児童用)305㎜以下 メジャー 2 合 否 92

基礎露出
基礎の露出がないこと 目視 2 合 否 96, 97 基礎露出
基礎の設計（基礎の天端　土かぶり100㎜以上） メジャー 1 合 否 94, 95

　⑪基礎の設計
救助対策 目視 1 合 否

4400柵低い
【劣化】 
　鉄・支柱部

点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

落下高さは児童用では3,000mm以下 メジャー 3 合 否 99

直接落下の危険

　
＊露出基礎への直接落下が想定される場合はハザードレベルを３とする 目視 3 合 否 98

　鉄・梁部

ぐらつきがないか 揺診
破損など（破損 0 ヶ所） 目視

腐食がないか（地際部附近） 目視打診 103～111 サビ
腐食がないか（地際部附近以外） 目視打診 112～118 サビ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 100, 101, 102

破損など（破損 0 ヶ所） 目視
　鉄・手すり・柵部

腐食がないか（金具附近） 目視打診 123～126 サビ
腐食がないか（金具附近以外） 目視打診 127, 128 サビ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 119～122

破損など（破損 4 ヶ所） 目視 139～142 破断

腐食がないか 目視打診 134～138 サビ
ぐらつきがないか 揺診

部位全景（外観状況・落下高さ等） 129～133
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　鉄・登行部
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

ぐらつきがないか 揺診
破損など　（破損 0 ヶ所） 目視

腐食がないか（地際部附近） 目視打診 145, 146 サビ
腐食がないか（ササラ・手すり） 目視打診 147, 148, 149 サビ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 143, 144

腐食がないか 目視打診 152, 153 サビ
ボルトの緩みがないか 打診触診

部位全景（外観状況・落下高さ等） 150, 151
　鉄・継手金具

腐朽がないか 目視打診 161～165 腐朽
ぐらつきがないか 揺診 ぐらつき

部位全景（外観状況・落下高さ等） 154～160

破損・割れ　（破損・割れ 0 ヶ所） 目視
　木・手すり・柵部

腐朽がないか 目視打診 172～178 腐朽
磨耗・へこみがないか 目視触診 179～184 摩耗

部位全景（外観状況・落下高さ等） 166～171

破損など（破損 0 ヶ所） 目視
　木・床部

腐朽・磨耗がないか（踏板） 目視打診 191, 192, 193 腐朽・摩耗
ぐらつきがないか 揺診

部位全景（外観状況・落下高さ等） 188, 189, 190

破損など　（破損 1 ヶ所） 目視 185, 186, 187 地覆木固定不良

　木・登行部

　プラスチック系部材

ぐらつきがないか 揺診
衝撃吸収材などの破損　（破損 0 ヶ所） 目視

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視
　基礎部・着地面部

　滑降部　1_すべり台

止め金具が緩んでないか 触診聴診

破損など　（破損 4 ヶ所） 目視 196～199 破損

球体は使用禁止処置してあり

磨耗がないか 目視 195 劣化 球体床は腐食　割れ

変色がないか 目視

部位全景（外観状況・落下高さ等） 194

摩耗がないか（滑降面・側面） 目視 219～223 摩耗　チューブスライダー大は使用禁止処置してあり

破損など　（破損 2 ヶ所） 目視 224, 225, 226 割れ

腐食がないか（地際部附近）　　（全数点検） 目視打診 203～212 サビ 腐食
腐食がないか（滑降面・側面）　　（全数点検） 目視打診 213～218 割れ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 200, 201, 202

　支柱・梁部　3_ネット・ロープクライマー

ぐらつきがないか　　　　　（全数点検） 揺診 227～230
衝撃吸収材などの破損　（破損 2 ヶ所） 目視 231, 232, 233 摩耗

　基礎部・着地面部　1_すべり台

ぐらつきがないか 揺診 242, 243
破損など　（破損 5 ヶ所） 目視 244, 245 摩耗

腐食がないか（地際部附近）　　（全数点検） 目視打診 236～239 サビ
腐食がないか（地際部附近以外） 目視打診 240, 241 サビ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 234, 235
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　継手金具　3_ネット・ロープクライマー
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

破損・割れ　（破損・割れ 6 ヶ所） 目視 249, 250 摩耗　12→9mm

　ロープ・ネット部　3_ネット・ロープクライマー

腐食がないか 目視 247 摩耗
ボルトの緩みがないか　　　（全数点検） 打診触診 248

部位全景（外観状況・落下高さ等） 246

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 257
　懸垂はしご部　5_太鼓はしご

摩耗・断線・ほつれがないか 目視 252～255 摩耗　10→5mm

止め金具が緩んでないか（全数の10％） 触診 256

部位全景（外観状況・落下高さ等） 251

　継手金具　5_太鼓はしご

ぐらつきがないか 揺診 271, 272
破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 273, 274, 275

腐食がないか（地際部附近）　　（全数点検） 目視打診 261～264 サビ
腐食がないか（地際部附近以外） 目視打診 265～270 手摺にサビ

部位全景（外観状況・落下高さ等） 258, 259, 260

破損・割れ　（破損・割れ 0 ヶ所） 目視 286, 287, 288

　支柱部　6_壁登り

溶接固定
腐食がないか 目視 280～283 サビ
ボルトの緩みがないか　　　（全数点検） 打診触診 284, 285

部位全景（外観状況・落下高さ等） 276～279

　梁部　6_壁登り

ぐらつきがないか 揺診 294
破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 295

腐食がないか（地際部附近） 目視打診 290, 291 サビ
腐食がないか（地際部附近以外） 目視打診 292, 293

部位全景（外観状況・落下高さ等） 289

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 300
　登行部　6_壁登り

腐食がないか（金具附近） 目視打診 297, 298
腐食がないか（金具附近以外） 目視打診 299

部位全景（外観状況・落下高さ等） 296

ぐらつきがないか 揺診 306
破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 307

腐食がないか（地際部附近） 目視打診 302, 303
腐食・摩耗がないか（踏板） 目視打診 304, 305 握り部分摩耗

部位全景（外観状況・落下高さ等） 301

摩耗がないか（取付部附近） ノギス 309 握りはアルミ製

摩耗がないか（取付部附近以外） ノギス 310

部位全景（外観状況・落下高さ等） 308
　プラスチック系部材　6_壁登り

ぐらつきがないか 揺診 313 マット等なし
衝撃吸収材などの破損　（破損 0 ヶ所） 目視 314 マット等なし

　基礎部・着地面部　6_壁登り

止め金具が緩んでないか 触診聴診 311
破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 312

腐食がないか（金具附近） 目視打診 318, 319, 320 サビ
腐食がないか（金具附近以外） 目視打診 321, 322

部位全景（外観状況・落下高さ等） 315, 316, 317

　梁部　10_吊り橋・ネット渡り

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 323, 324, 325
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腐食がないか 目視打診 328, 329 サビ
ぐらつきがないか 揺診 330

部位全景（外観状況・落下高さ等） 326, 327

　手すり・柵部　10_吊り橋・ネット渡り
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

腐食・腐朽がないか　　　（全数点検） 目視打診 334, 335
摩耗がないか 目視 336, 337, 338 摩耗

部位全景（外観状況・落下高さ等） 332, 333

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 331
　歩行部　10_吊り橋・ネット渡り

　チェーン　10_吊り橋・ネット渡り

ぐらつきがないか 揺診 343, 344, 345

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 346, 347

滑り易くなっていないか 目視触診 339, 340
角・突起がないか 触診 341, 342

磨耗がないか（取付部附近以外） ノギス 358, 359
止め金具が緩んでないか 触診 360, 361

腐食がないか 目視 350, 351
磨耗がないか（取付部附近） ノギス 352～357 ジョイント部破損

部位全景（外観状況・落下高さ等） 348, 349

磨耗・腐食がないか（締結部附近） 目視 366, 367
磨耗・腐食がないか(締結部附近以外) 目視 368, 369

部位全景（外観状況・落下高さ等） 364, 365

破損など　（破損 0 ヶ所） 目視 362, 363
　ワイヤーロープ　10_吊り橋・ネット渡り

破損など　（破損 2 ヶ所） 目視 377, 378 劣化
【規準】 
　登はん要素

　プラスチック系部材

止め金具が緩んでないか 触診 370, 371
破損　（破損 4 ヶ所） 目視 372～376 破損

379
大人が容易に救助できない高さの踊り場には、登はん運動要素だけでなく階段・はしごを設けることが望ましい 目視 1 合 否 380

点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考
手すりの無い太鼓はしご・ネットクライマー・横棒はしご等を付けた時、踊り場側に手すり等を設ける 目視 2 合 否

155
上段踊り場から下段踊り場の落下防止柵等へ容易に登れない高さ・構造とする 目視 2 合 否 382
隣り合った踊り場間の段差は児童用305mm以下 メジャー 2 合 否 381

　通行要素

　出発部　1_すべり台
屋根に容易に登れない構造とする 目視 3 合 否 383, 384, 385

　屋根部

　滑降部　1_すべり台
着座姿勢に導くガイドバーを設ける(落下高さ＞600の時) 目視 2 合 否 394～397
出発部と滑降部との継ぎ目は有害な段差や隙間のないこと 目視 3 合 否 390～393
滑降部と同幅以上、奥行300㎜以上の水平部がある メジャー 1 合 否 386～389

トンネル等の形式では上部に容易に登れないような配慮 目視 1 合 否 409, 410
カーブの場合はバンク等の飛び出し防止対策がある 傾斜計 2 合 否 408
傾斜角度は45°(60°)以下とし、平均で35°以下とする 傾斜計 2 合 否 402～407 16°　最大45.7°

安全な滑降姿勢が維持でき、確実に着地できる構造 目視 2 合 否 398～401
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利用による磨耗及び衝撃に十分耐えられるものとする 目視 1 合 否
安全を阻害するようなへこみや突起物などがないこと 触診 2 合 否 411～415

　滑降面　1_すべり台
点　　検　　項　　目 点検器具 判定 写真№ 備　考

660
　側壁　1_すべり台

チューブ形状は短径580㎜以上とする メジャー 1 合 否 421, 422
有効幅は、幼児用300mm以上、児童用360mm以上 器具Ｃ 1 合 否 419, 420
継ぎ目が生じる時は、隙間・段差が無く滑らかな表面仕上げ 触診 2 合 否 416, 417, 418

内面は安全を阻害するようなへこみや突起物などがないこと 触診 2 合 否 428～432
落下高さ2,000㎜を超える時､側壁とは別に落下防止対策をする 目視 2 合 否 426, 427
継ぎ目が生じる時は、隙間・段差が無く滑らかな表面仕上げ 触診 2 合 否 425
落下高さ＞1,500㎜､側壁の高さは150㎜以上 器具Ｃ 2 合 否 423, 424

減速部は水が溜まらない構造とする 傾斜計 1 合 否 437～440
減速部の⾧さは安全に着地できる⾧さとする メジャー 2 合 否 433～436

　減速部　1_すべり台

160,150,150,135

　ロープ・ネット部　3_ネット・ロープクライマー
着地面から終端上端部までの高さは児童用150～380㎜ メジャー 1 合 否 449～452
傾斜変化部の曲率半径は､Ｒ＝750㎜以上とする 器具Ｃ 1 合 否 445～448
減速部の末端は丸みをつけるか、曲面で仕上げること 目視 2 合 否 441～444

転落した際、部材への衝突の衝撃緩和できるネットの角度・接合方法・構造・材質であること 目視 2 合 否 459, 460

215,018,001,830

ネット･ロープの接合部分は､点検や修繕のしやすい構造とする 目視 1 合 否 456, 457, 458

児童用で最高到達部が3,000㎜を超えるものは､落下高さ3,000mm以下となる構造とする メジャー 3 合 否 453, 454, 455
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写真№ 全景 判定 写真№ 落下高さ　4400mm

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

5 否2 6 否2

判定

3 否1 4 否2

写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

判定 写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

判定

1 2

写真№ 安全領域　落下高さ600㎜以下の時、全方向
1,500㎜以上。全領域重複可　600mm

判定 写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm
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写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

判定 写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

11 否2 12 否2

判定

9 否2 10 否2

写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

判定 写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm

判定

7 否2 8 否2

写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm

判定 写真№ 安全領域　落下高さ600㎜を超える時、全方向
1,800㎜以上。半分領域重複可　0mm
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写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm

判定 写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

17 否2 18 否1

判定

15 否2 16 否2

写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm

判定 写真№ 安全領域　上部空間、落下高さ600mm以下
（1,500mm）600mm超え（1,800mm）

判定

13 否2 14 否2

写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm

判定 写真№ 安全領域　すべり台　滑り降り口方向は2,000mm
以上。全領域重複不可　210mm
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写真№ 安全領域　上部空間、落下高さ600mm以下
（1,500mm）600mm超え（1,800mm）

判定 写真№ 安全領域　※　コンクリート・アスファルトなどの固
い設置面でない　アスファルト舗装

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

23 否1 24 否1

判定

21 否3 22 否1

写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと

判定 写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと

判定

19 否1 20 否3

写真№ 安全領域　※　コンクリート・アスファルトなどの固
い設置面でない　アスファルト舗装

判定 写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと
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写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと

判定 写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

29 否2 30 否2

判定

27 否1 28 否1

写真№ 動線　足がかりや落下した際の障害物はないか 判定 写真№ 動線　足がかりや落下した際の障害物はないか

判定

25 否1 26 否1

写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと

判定 写真№ 安全領域　※　くぼみ・段差・石ころなどの障害物
がないこと
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写真№ 動線　足がかりや落下した際の障害物はないか 判定 写真№ 動線　通行要素で足（踵）を挟み込むような
30mmを超える隙間はないか　2ヵ所53mm

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

35 否2 36 否2

判定

33 否2 34 否2

写真№ 規準一般規定　①頭部・胴体の挟み込み　頭部・
胴体の挟み込み（100～230㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　①頭部・胴体の挟み込み　頭部・
胴体の挟み込み（100～230㎜）

判定

31 否2 32 否2

写真№ 動線　通行要素で足（踵）を挟み込むような
30mmを超える隙間はないか　2ヵ所53mm

判定 写真№ 規準一般規定　①頭部・胴体の挟み込み　頭部・
胴体の挟み込み（100～230㎜）
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写真№ 規準一般規定　①頭部・胴体の挟み込み　頭部・
胴体の挟み込み（100～230㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　①頭部・胴体の挟み込み　頭部・
胴体の挟み込み（100～230㎜）

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

41 否3 42 否3

判定

39 否3 40 否3

写真№ 規準一般規定　②頭部または首の挟み込み　頭
部または首の挟み込み（Ｖ字型開口部）

判定 写真№ 規準一般規定　②頭部または首の挟み込み　頭
部または首の挟み込み（Ｖ字型開口部）

判定

37 否2 38 否2

写真№ 規準一般規定　②頭部または首の挟み込み　頭
部または首の挟み込み（Ｖ字型開口部）

判定 写真№ 規準一般規定　②頭部または首の挟み込み　頭
部または首の挟み込み（Ｖ字型開口部）
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写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

47 否2 48 否2

判定

45 否2 46 否2

写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定

43 否2 44 否2

写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）
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写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

53 否2 54 否2

判定

51 否2 52 否2

写真№ 規準一般規定　④絡まり・引っ掛かり　絡まり・
引っ掛かり（突出部や隙間）

判定 写真№ 規準一般規定　④絡まり・引っ掛かり　絡まり・
引っ掛かり（突出部や隙間）

判定

49 否2 50 否2

写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）

判定 写真№ 規準一般規定　③指の挟み込み　指の挟み込み
（φ8～25㎜）
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写真№ 規準一般規定　④絡まり・引っ掛かり　絡まり・
引っ掛かり（突出部や隙間）

判定 写真№ 規準一般規定　④絡まり・引っ掛かり　絡まり・
引っ掛かり（突出部や隙間）

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

59 否2 60 否2

判定

57 否1 58 否2

写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定 写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定

55 否2 56 否2

写真№ 規準一般規定　⑤衝突・転倒　衝突・転倒（突出
部や段差）

判定 写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策
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写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定 写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

65 否2 66 否2

判定

63 否2 64 否2

写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定 写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定

61 否2 62 否2

写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定 写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策
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写真№ 規準一般規定　⑥ボルトナット類による突起　直
接衝突の危険がある、ボルト・ナット類の突出対策

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

71 否2 72 否2

判定

69 否2 70 否2

写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定

67 否2 68 否2

写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る
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写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

77 否2 78 否2

判定

75 否2 76 否2

写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　手すり子のスキマ
(100㎜未満)

判定

73 否2 74 否2

写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る

判定 写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　落下防止柵1,100
㎜以上(踊場高さ2,000㎜超え)　落下高3000越え
る
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写真№ 規準一般規定　⑧転落･落下　手すり子のスキマ
(100㎜未満)

判定 写真№ 規準一般規定　⑨階段・はしご(共通)　傾斜
(90°)横棒はしご(75°)踏板はしご(50°)階段
(15°)　56

施設 2 複合遊具(大)　②V字吊り橋・チューブスライダー側
総合 劣化 ハザード

点検写真台帳

公園 1 るるパーク(大分農業文化公園) エリア 点検日 2022/10/18

判定

83 84 否2

判定

81 82

写真№ 規準一般規定　⑨階段・はしご(共通)　傾斜
(90°)横棒はしご(75°)踏板はしご(50°)階段
(15°)　56

判定 写真№ 規準一般規定　⑨階段・はしご(共通)　落下高さ
(幼児用)2,000㎜以下(児童用)3,000㎜以下
4400

判定

79 否2 80

写真№ 規準一般規定　⑨階段・はしご(共通)　傾斜
(90°)横棒はしご(75°)踏板はしご(50°)階段
(15°)　56

判定 写真№ 規準一般規定　⑨階段・はしご(共通)　傾斜
(90°)横棒はしご(75°)踏板はしご(50°)階段
(15°)　56
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